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来い未 へ、暮らしを
明る

育てる情報誌

4月号特集

Society 5.0 時代の地方
佐賀県基山町地方の

かがやき この町に暮らす人々が言う。

そこそこ都会、そこそこ田舎

両方のいいところを満喫できる

「トカイナカ」なこの町が好き !



春夏
秋冬

季節のうつろいを味わう

二十四節気
にじゅうしせっき

だより
二十四節気は太陽の運行を基準にした太陽暦です。

1年を24等分し、「立春」をスタート地点として、
15日ごとにその時期の自然現象を表す美しい名前が付けられています。

二十四節気から、「暑い」「寒い」だけではない、季節の移り変わりを感じてみませんか?

４月

「 「ての す種り少 か春穀 穀い準 。ま、し ら雨雨農 雨 雨ま備 き ず そが」村 で 」すをを の部 つ。の百。 潤す目 好 こ
で 雨 名穀る安 期っ のは がをとに をたが時、 付田 田多言 迎 期 潤昔

わ植かえ畑くかいす
れえらまはならた様
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未るい
来へ、暮ら

明 しを育てる情報誌

マチを好きになるアプリ

広報誌をスマホ
などで閲覧できます

「選挙のめいすいくん」は明るい選挙のイメージキャ
ラクターとして、平成12年に誕生しました。投票箱
をモチーフにしており、頭の２本線は投票用紙の差
し込み口、お尻には鍵のしっぽがついています。

20
日

5
日

総務省の情報を
キャラクターがご紹介！

※二十四節気は毎年1日ほど前後します。清明（4/5）、穀雨（4/20）は今年の日付です。

こくう

穀
雨

「呼や南示空がら子か清ばか東しが咲付をで明れなかて青きけ表生
て 」風らいく、らすきはち 「いは吹ま澄 れ 生
ま「 す ょ 、た清い み き万
す清 。 う名浄て 渡 と物こ。明 が前明くのる しが風 舞で潔る時様 た清」 い、」と穏期を 花か様ら、

せいめい

清
明

風詩
物

この時期は、ツバメやオ
オルリ、ホトトギスなど
が南の国から渡ってき
ます。これらの鳥は夏を
日本で過ごし、繁殖期が
終わる秋に南の国に
渡っていきます。

温かい海域を好むサザ
エは、産卵前のこの時
期、旬を迎えます。つぼ
焼きにした際のほろ苦
さは、まさに「春の海の
味」です。

まもなく統一地方選挙です
地方公共団体の選挙を統一して実施する「統一地方
選挙」が今月行われます。第19回目となる今回は、
選挙権年齢が18歳に引き下げられてから、初めての
統一地方選挙です。
若い有権者の皆さんも、積極的に投票しましょう。
● 都道府県・指定都市：投票日4 / 7 (日)
● 市区町村：　　　　  投票日4/21(日)

教えて
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04 特 集

Society 5.0時代の地方
石田総務大臣×出口敦（東京大学大学院新領域創成科学研究科教授） 対談

ほか

14 地方のかがやき

佐賀県 基山町
MIC NEWS  01

18 ５月14日開講！
「社会人のためのデータサイエンス演習」

19 世界にはばたく総務省
「サイバーセキュリティ国際シンポジウム
～情報共有・国際連携の
さらなる促進に向けて～」の開催
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Society 5.0
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方
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個も業く中ーま出 いのす現駆う 5 工した石 目ま々行、とでタす口 研。にけ概の業てる田出 指の 個い すわ 最を。教 究 向た 、べ念社社 大現地 々う
プ

ね 口 「 狩き す
れ 適集 授 、 け 会 臣の 実 。実 超を会先 猟次て め て 社域 「、ロ解

　 　
シ 世 践 ス提社 生取 情 の社、 い 会きスセ あ マをサ 報 時界 に 唱 ま会まテ り は組ー 会ス か が

Society 5.0

導イ 取ム をトし 社 代、にし は が 、 政で きバら り 農の社、 会また 、 と 進ー 世 府こ個 大 組 社出 に耕で。 う め会 でこれ々 空 界し 量 ま 会ご て」

Society 5.0

社」 はれまの の

Society 5.0

次広
いのにて間 れ とぐ 像げ ざ 会 、をで企いのデい て ま実先い第 と来、 、

うばくのね替型も出 てしるにを石 究え

Society 5.0

社解経「こ デ い社 。わ社提口 れ場変握田 を、 会決済デ I き 現と ー な わ会 る会 教 所 り 進 へ 的ー o 唱 大 がまだ タ い っ 在に め、 知や 授 ま と両タ Society 5.0

す 臣が し て 発T 。と 、産資
　

す て識 社 産 向現な て ね 、
　

駆 デ い 立展思 集本 本 業 デい 。会 ね 学 かど ま の しとい動 ー実 がが 。約 る学 ーで すま 集 タ労 協目わた社型 を 大集
す 集型 の タ働 せ約、 、 。創指 人会社 動 労五 き積情 、 る。 め社型 力情 に 間的か くす報 す会は 働た 神 。会社し るがや報 よ姿こ中課」 変、 大で 集総い 資と 会 集 が るとて か れ心題わ
いわい量すに約長 っもま本鍵 研考がのの

トおたの石 化地時居くる空らき出 がら

5.0 石 2レ話際サ に田 で方 環 く口 あ代住 よ間 ず 田のス つを テ、 はに な う 言 り大 に 境 の 変教 、 大が 実 射伺 ラ な 地 のと に中え ま臣 などを え授 臣無 際イ い 程 明う っっ ば 方　 が なで て す
ト でと

、
て 選

　 　
く に て か、 には身 る こい ね そ る

オ和 し 本な 働 、 べき でな く 都ょ る れ 。もと う いフ 近っとか 歌 当て しりう ま かと 大市す
たに ィ に時 兆れ 山 のょ にかも らス し 思 き る
と
。
か 実 部 して 代 仕 、うを県 は と。く 大た い地 な現 にい 、か事サ 、視白 チき。 二 ま心通る こで 方 とらがイ ャに 察浜 なれき拠 すを勤方 で ど、 バ ン。ゆスにし町 変はる点働きーさ大 スま

Society

はの川石 る族い特要私楽出 たた時族なうト話と
ま家方上田 よと にな し口 社り とっは でもも「 間 り

う す て族も 大 過 指、め教 員、が過 すと が「村 可 増に 。 人 子 、臣 ご る さ ご夕。て 生と の 都 標 授 増 さ え都 思 処 間 どん す も まの
　

す地 会 の よい
　

分 え 方ら 、市 一の もも 時 スチれ時 昨 ま時 う 1 て かに域 だ時つ部 豊 いが ムー年 間 な 、間らは 、間 すお と間は 日 た ーで か 生中 ム社や伺 。は 生を 夜は こ 、 時 感そ」 ズのの さ そ に 員っ 限 に ま 趣に活じ無 し 間 2 マ勤 た を う にう れは 同注 味かがら で でラ で なネか 協務 奈 し 測目 た結にけ朝っ 士れ あ すウ す ジっ 力時 良 たて し る ン り婚使て型た のた り ね 。 メ
に隊県 い家て 重 ド ししう家にそン会。 、 。

ご時時んりがすんでシす出 なた化境きるっ 70 ％別上らいしとなス てす間間で、あるか営 ね で と を る口 け兆 を盛 ％ にがれ ていん生 テ のこ っにが仕 必ら 。

Society 

い業 れ教 しは変 、 東を超 うム り 見りる とた ア 1 まお生 、 ば もと 活 を 授 なえの で事 要 エ をプ 超える 移京 思かり 必 うつで 環 し金 は ン いま す 、い 増 の い、
　

若 生が リ たけチ の とず

5.0 、え 住、 ジ たをれ 境サあ でい 1 40 え N でそ で る な 明 活ニ開お ャ 者 のし つ て 、 相 。れ のーり ア っ ンし」 代 て こ必 Pこ使 き 発 い とた る到 20 移は い 環談ば い こにっ よフまも は し とスょ ま要 Oま な い 住せ 一 ゃ ち い、 来る 代ィ に まも に境て、 い 都 う新 う こ で・今 は 思す ンん 般どる の 兆がそ 法支す 来を場 毎し楽 心 い か 「うし 入。 に 意度 が あ と 地 30う 人ね に が 援た変。いし 余所 に ま
変
え 生 年り街携 識 しだ 代方 れは で お こ 、 に。 で を」え経く を 通 すて の活そ暇 き温 まな り いう たと で年右わ に る 寄しとた。 す済過のの選た泉勤せかるで かし変環働すと と 50 代肩せて話い。

こ会ッ石 はッうたはがバ学施や関にりをて種の目出 地公 とや
プ チ ンと 田 動じ注 っが り し 連設個 なわ 組創関多担指口 域・ 産は て、 首し デ大 たきめ り目 ん い大 携を人る り係様 す教 民づ 業地 て ザ不 も長き 新が、 まさ 出 で、 手イ 者 授 ・臣 で方 実 全 の が公 姿の すい実 好可 く がし活 れン しそ・ と 学く 　

国 ま です も
　

生に 理践欠 い 。 循セ 合 な 一変 発 れ民 く際て ち そ 共。 違 り連と 首 解し動 各 ・ この 個 方 環まで に いン っぞわ づ の るえっ 長 て まタ て と 有 携は 地 学き れ 地 々プ で でれ
てっす な くい 点 ばの 欠 が のっ すー 進 の でて 資 レ 、 にを で 域 すま。 く りも でこ か て （ と。 め 様 き 、地い リ 設 利素 金 づ ー地 よ 。す

れ う い 長U組 は大 る 々 て る 域く ー せ 立 ヤ早 く 害や 域、 る 。まえ ま 織公 な もく に 「 り ー にき D ビ 地とか 野ダ 地 を人 づ
ら せで す ・ない 組 もー Cん キ 向 ア 域重 ジ よ県 に 超 くっ、 。 民材 ョチう社シ やャこけを）ー 織に要取ンえ多りて。 ・」 、

方
に

「す出 向全革

5.0 共はャ
総 ンね口 の国新時 有じス。教 や 務 めの地 的 し代 だり と授 首 大技 た域 の とと す　

長術 臣い い資 り 地 。る素 に う源 を の メそお 方 地晴 こを 始 実 ーうら 送 〜 方掘 め ル装 いのし り 」〜り て う
と
を

い 例 ※ 皆し と 、起 い 思取 な

Society 

さ首ま、こ し い組 双ど ま長し す て でで 方を とを、 。 、 、

し使専いす役じそ力デ革
い ま続 め ザ門 。 の割 的 新こ捨 す とけ イけ と れは な 的て 。 んる す ンす私かと も 技る 引 のも るどらてる の「 術も 役 力ものも にの 立の 公 をと を動 しで 場都 大で 」し 活に て通す きはで市 き てい 用に 期 じか もデ いな 、く し期 待首 てら とく、ザ う な、 まイ待思さ長 よ、 え が地暮ちンしいれを りで ら域らはをてまるは 魅、 、

総務大臣
 

石
  いし 　　だ

田  真
　　 　　 まさ　 　と

敏
し

東京大学大学院
新領域創成科学研究科教授
 　で　   ぐ

出口  敦
ち　     　あつし

対
S p e c i a l  T a l k

談

「Society 5.0時代の地方」はどのような社会なのか、その社会の実現に向けた公・民・学の
取組はどうあるべきか。様々な実例も交えながら、地域社会の未来に向けた情熱的な話が
繰り広げられました。

※総務大臣メール～Society 5.0時代の地方～
　http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/singi/chiiki_honbu/index.html
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石 る大とニ要技い析だはの出 め金域ま出部サ可がる石 てか自ー者 も くのと、担 たをおす かテ いき 口 、 い田 なで術 す 能 田 らズも で 地い 事 な ま大 な すに 思 ク ラ 本、 専 こ教 。 ら け先 と 大 の地に し 方 総 イ す頑 し 当門い 手 例ラ 地 け れ臣 役 精 は行 臣 手方合。 授さ ょ のの なウ協務 ト れに 。ばま 方　 張 っ 家
　

言 で割 オ
　

の 通うっ 大 ド 事 ば なた す 確 ど 力 へ 大ら 大そ の フえ マで大 しし の 地て フに ニ 学保 を 例 地事 らィま ネ人 。参す ァ隊臣う 学 た、 ビ 人 域ス な、 ー の 紹 は 域で ジい ン メり。 材 様 ッ と の せ「に 地 に技々 役 デ いの いズう い 介 も方ー ん社す メ
ま を グ 暮 も学課 域術 は ィ ろ流含な 割デ う し がル 。会ね ン人 す」せ育 ン いれ ら の高 で め先 トの材 革 ーも まに 者 。意

Society 5.
起 ろ は し と。 らて

0
グ を ほ 担ま属 将 し も 、 しは れ も新 タ重味時 で業 あ生都 持る ど いっ 続 考た 、 て

本 すたこ来必的て解要で代 集資地りみ市の続手け えい。

号業石 融きををら気例革用出 ま出をらた当
でで田 合ま大活に象えすし口 すし変ず人に
もす大 ですき ド用 ば

、
ね予 るて て教 革、材必

ロ 地農ね臣 す。 こ 。いく 要授 し がい す 測 地ー林。 農 く 方　
。 高る の と 　

て 、に総 わ ン 方 こ サ地 特 な水 い め もや技 「、務 に革 と ーの り産 わ ば
、

こ
ると大 ロ術 期多新 に働 ビゆ 農こで 様

有
の ま省 ボ つ臣 を 待い く スる 的 すの 学と、ッ 々 な 様メ で 業ス 作 駆 産 場が 々 ねが ト な 技ごーマ と

工
に」期業 使 き協 の 情 業ー 術 っ な 。ル を とま て そし力第ト 学待効技 報 をを い生産どう、 すを 2 農 ので率術さや 変活 きみ業まし。

法す方バて石 れに中域出 をフでのこど石 て雇用きで出 的得
ウい は商の ォが 受 もとこ いに も い人。 田 口 田 用すま 口 にてN ンく 本売 ー何世 け 、見が く るに ご情 大 教 る 、と 大 を す 教I ド ム漆 で こ当 紹様て い報 っ 、 が 農十界臣 授 逃と 上 臣 と支こが 授C にで 々観 い 器 きて 業 介通 て 億と　 せ と、

　
T い 大き

　
まで

　
もえも こ なる し（大光 も直 屋ま で 関信 担う世 きる 人 世 さ 期るす う ま先

客 のに よ世さ 、 係い研国き せ ら意界 なよ つ口 待。界 基 し し行人 う 農ん 界 者手究立なの 変う んな数 に で た味を た 中 に 幹業た 事
需 が。 と 不研 が は も機 チ に化 き相 百 か 私な 産を技 。で 例なち プ つ構 ャ要 で り 、 多ま 足究 っ手 っを 人 ら の 術は 地 業地ン ラ な をす 、 て いに） すたが開 も に 世の 地ス 相 注イ ッ を 網いが方 と域 と悩ね ね、開発で地ンし こ手界地 文ト元るるの しの活聞ん 羅。 。

し社活日地教くまい地石 す光に界確しで界出 きでな 8 換日は発
よ 本 な域育場すく会支 方田 こと とに、もに口 たする言算英、し強 実うが の い 、が。力 と りの つ 知 いしな 予援 社 教 語 中 たし 大 情 地 8み で はと、 ど が もう、なサ どあ 産 ら 、技 会 う 多か 報 授 定も臣 そ 0 韓し あ す レこ 可新 が と域れー を 0 ベもって し 業 　

は術 て ねま 今 言に
　 の でる発るビ て 魅自 ルの 能たい 地 すい 維確 、 こ信 こ 年点す 語革 担、 に い 。く がス も 在 な 力らま て 本保 域と なれ 。活 度レで新 持 音を 、い な し 価 非産 がす も り をし医 当 なが 中 にで かま ベに 手 り て利 資 用格業 ル 常声

。 こ に方 で っでよ ら 分い し に Tきな療が ま 、 に翻っ用う 源 帯そを

Society 5. を たでき あ 同そ析 Oまけ、い す け て 高て 訳でし を ま の介 る 観 もう変 生は レ Eせれ て

0

。 ばし い
実 思え の り た手ベ くきた に み よ 発光 他 I 技んば護、 、、 ル て現る生 働いては 出観う世的掘地世 だ頃にのC 術。、、 、

「る端用教て用大こ石 いけば介時方住と出
い 人し れ に取の 育 し臣 田 護る

Society 5.

た、 、はま、口間 い組教 は も 住 地 やて てメ 大 ロ 多い分 教事 中本 応とみボ域 はが育、 介ー にい 授野 臣例 い い
進
ん

ッル 心 え 慣 の り住をつ 護 当 う
　

を 0 れト とで
　

で の る 共 自で み受 の に 高も 安 思取 こ が 年社が た 助 分で も 負も大 続け 、 齢 い 齢にい り 心 会 と 手目 自どク 、 がる 担セ事 けで が者 伝加ま をま 上 」こラ 指で 宅こ を で た住ン きげ での っす えす 重でウ す にと サ いみ軽 す す 方 て ね
が ド

を
ま る き 、。。 も ー ね、 住ど 減 。介 ま 々 く自そと慣し ま て

で最 を総こ さ 。 み んさ の れ宅 思れいた 護 すにき先活 せ活務 に 思続れでなうたく。 、 。

延デ可山積シる種現出 考の可でに組差石 時暮ち効ス出 にビ住
の スでー ーモ能間地 類実口 え整欠きはもを田 代 よ なら 率 口 むにタ ズノ る、 感 っ送 て性地だ と世教 備で 進解大 しく 教 かの 低 に よ てに い 差る、 け す技で は な じ量 遅ん 臣 、勉情 デ 界授 消 く き にが な ま 授働 がイ も と っ な よで ーはか

　
か術 で

　
仕 まり 延 す 強報 て

　
ン あ Society 5.0

す 出て イ い く い っ、 膨 ら しまタ ら 地フを な 。 で る き が事り産 ま なてン 環 と自も 、 域、 く 、 集 、ラ す 大 ま が た遠情 5 フ高す で
き こ分 い生高ま業 重 に 境の 、か め で 。で 隔 し ろ 、

すが 報 G ラ が が そ活整速 過 る 要 精 よ をら るが 、に 細 医 た きす 「 に一生 が の る ん支備で。 疎、 デ そ。 ね 。て 番大 人 医 選 住産あ な地必ま 診 療 自 なーは 地 の 援、 で 、。 んス低量れ 口業 方要 べ・ らタ る 断たの療 分気 社、 は る でト サ
地遅のる中集のゆの とで不がめ取格 が持 レ 会ー、 」 、

か出 めG 上地に展重当石 く域
し て つ口 をし域 開視て田 このい いた教 利てを に に とて し 大 未き あ に用い多授 も必て対 臣 来たでま 要いた な
様

　
い 、

　
を象 るきす 今 まっと な て 5 と大な 5 に しる。 年思 光サ 全補 そGG た 思っ環 度フ のの いーの て 国助 ァし
き
く

境 は まビ い イ 点電、 左特 各予整 条 基ま は波 すス バ 右徴 地備 算件の地との 。が す しでを を も不整局て割、 。 て、地活 進５計利備のもり い

がま石 い究や方携らしう国く域
とし と田 や地をし「、まと各れ住
うょ 思大 実域取て公 し るす 地 民ごう い臣 践の 、Society

 5.0

。「」 てり 。 そのざ。 ま でモ 私い　
本 にす 入い 民 今ん生デ る共 取 れ もま日 。 ル 」「。まな活に のは りし をた 本学 さ地を頑 組 皆た、 創新 当に域ど 」 快張 ん。 さのりた にう 生社っ で 適ワて 出な ま立も い の ま会ク に
参 きす都 とあ 考 場ワれがし

りり た研市え連かクよ全て

対談  S p e c i a l  T a l k

東京大学大学院

石
総務大

田  真
臣

敏 出
新領域

口  敦
創成科学研究科教授

「革新的技術を活用して、
　　　　暮らし続けられる地域づくりを」出口教授

「Society 5.0時代は、
　　　　地方にとっての大きなチャンス」石田大臣
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Society 5.0時代の
地 方

実援ししこ 5 　
こ
く 　 　

協で
も

Society 5.0

時 うと期は 次
現」す 世 代 こし地待、

Society 5.0

ぐ狩を こに る力 のこと代 た方さ 第猟取「 れ向 隊行 が へ移 地で 変 れ 5 社かりクけ とえ 求 の動 方は 化 て の会ラ らた上 、め
ら

移しる を通 〜「 い 社、ウ 「 を のげ 農総 て 」 地住総 ま 会ド サ信支で 地を「務、『 方 耕地 れ をシ すフ テ え 務紹 方支省 て 考方 に 。 社ァ ラスる介大い えまをえの 移 と 会ン イテ情さ臣 た大取

Society 5.0

まっる る 、住デ ト
オ
ム報れメす 若、き 工組 て 様ィし ） 生イ ー く 業を 、 た 。の者 々ンた い 活フ ン 変

Society 5.0

社ご テル チも な方 つ 環 」時グ
に

ィ フ ャ え紹 ー〜 会増 。の 革スも 境代 ラ て介 マ ン 、よ起」の「 えを 新 情の い、 の スし 5 てる業地仕 と 変く的 報
ま地 中 お起を域事G え 技し 社
す方 か り業後おを」（

支

Society 5.0 て た。 ら
こ
と術 会』 、の 押こど第 いこいがに に、

「てをな隔を年
　
サそ用 4 しなくすに周特にびりけ

　
しとき欠の5 い想ど 実度まーの周月てどのる全操 波定 50 各当るそて具るな地

　

5G ま の ビ 盛を特こ都 ％ て最 い定 こ施かた 後 だ作 ス 波、 数基 地 体 イ日 G利す 割定と 以 くで けし実 ら り 指順 道の 域し の 初 的 ンや 、 数 地
方
」総 本 、 こ フをは活。 際 「、 込り基 割 上府 ブ針ま の、た 遠て 提次の ③ 局 総とな5 務 にみ当 ラ地 のロ 実「、の に用た性 隔お 供、割 全県りお を 5 が利

早
期

メッ 務G で5 省 ま 現5 て おア 局 に、能 り が りけ 国で当整ック G 活医 総 時 い 省重
要

あ本 で し すイ G 始G を て、 当 シる でサ評 別の 備 て用で 用 る建合 る年 療 は たデ ま 開を でー後 ュ利 て に
地
方価 最 評 すで 、周はで事 こ、 実 う、 きビア 1 り 。テ設 が ま 設 、 、① で

を活 2 利 初 価 ス 2 る 5 5 波、す例 とえコ 証 ま 全月 レ る行 さ す 日 そ
用 機 0 こ 。実 用 の 指 だを年 G 年 を かワ 数 の でン 試 す に る 国 本に

Society 5.0

施分 械 わ と1 5 ら 時テ ー 。し こ標こけ開以 高以おの 創 不験 には れ 、 、ス し野ク遠 7 た G のとと多始内②度内よ割お 出
整
備で可代、 」 、

実
証
総るのせ決ろよト
合地成らに、る」産 を果れを的方 向 実

ま 学実
施

開なのも け 証し 官 催解 た抱踏 テた に
決
」

しし 提 ーえま。 よマて 、るえ今案る 地いに をつ様 年が地く 募方力 つ
予
定

々 度 7 域点 「
5
、 集発

な は 8 課しのを 、で 課 5置 G こ 題た発
す 題 件い にれ のと想
。 たのよら寄解こに

特 

集

「Society 5.0を支える基盤!」（5G）
可能性ある5Gの全国展開へ!

5G総合実証試験のこれまでの取組と今後の方向性

医療での活用

医療格差の解消：低遅延の高精細診断映像による遠隔診療

建設現場での活用

安全・確実・スピーディな災害復旧など：
人型ロボットによる遠隔作業

人手不足解消：建設機械の遠隔操作

4K/8K映像で、生育
状況だけでなく、
胎児の表情まで
見える遠隔妊婦
検診を実現

東京港区から千葉市美浜
区の建機を低遅延で遠隔
操作
⇒トラクタなどの農耕機
　などへの応用が可能

4K/8K映像を用いて患部状況などをシェアすることで、遠隔地の専門医
が地方の手術を支援（写真は脳手術）

ロボットを用いたリアルタ
イムの精緻な作業が可能

安全な場所からロボットを操作して危険な場
所（事故現場など）でも正確に作業

2K4K

高精細
応用可

正面モニタ（8K）

特集｜Society 5.0時代の地方

ICTインフラ
8つの課題

労働力

地場産業

観光

教育

モビリティ

医療・介護

防災・減災

マイナンバー
カード

実証テーマ（2017）

・建機遠隔操作
・テレワーク

－
・高精細コンテンツ
  配信

－

・隊列走行

・遠隔医療

・防災倉庫

・建機遠隔操作
・テレワーク
・スマート工場【新規】
・スマート農業
・インバウンド対策【新規】
・8Kパノラマパブリック
  ビューイング
・スマートスクール【新規】
・隊列走行
・除雪車走行支援【新規】
・遠隔医療
・スマートハイウェイ【新規】
・ドローン空撮【新規】

・行政サービス【新規】－

実証テーマ（2018） 実証テーマ（2019） 2020

【実証内容】
8つの課題+コンテスト経由
の優良アイデアを組み合わせ
た総合的なソリューション

実施者】
通信事業者などに加え、地域
のビジネスパートナー

実施場所】
小規模自治体など（よりルー
ラルへ）

実証目的】
地方の抱える様々な課題の
総合的な解決

【

【

【

5
G
利
活
用地
ア方イ発デのア案コ件ン発テ掘ス
ト
を
開
催

5
G
の
地
方
へ
の
展
開

202X
年

拠点病院の執刀ドクター

高速・超低遅延通信で
医療マシンを遠隔操作

2018
年
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「実中会全と大東体
　
①野み次こり模方 でし

　
テ す衛すにや

　
サ「 テ施に開国、会京な関 拡、のと、での き、総レ る星。設団サテテ テ 全 働 レ 時 （本を企催的 開オど係 大 普と 強中ワ とレ る 務ワ 置体テラレ 国 き 間 いサ拠呼

び
業 ワ リと を し ー ー のライ期な 府ワ 及 力小 柔 省 さ催 うテ的 をン ク や イな ー 連 目 て方 クに れ本 ト企 ラ間定 時ピ 省ー 展 軟 で 中 トかど ク な い改 」 場 拠ッ携 指 推 の は オにを の ク イ た オ着 、 まと テ開 業 な 心け ク 東・ 革 所

意
味

し 普 、 ト オか フを し 進 で と フ交るテ想 ・ レデ 施す もい 働 I ィィレ 京 て を を ） フら「 目 パ、 ワ す 及 すのし定 通 2 イ 。 含 ィ離ススワ う い 策 きテ ラ 都 ー 今加 有Cる よズ 展 。的 てス混 0 ま め れととレーし 働 リ に 方 T年速 効、 ク こ う見ワ たク と の」 開 ははた き雑ン 2 関 すの 全の取 と でにをさ にたこーの し とピ 度 を 、期 方緩 0 係 。実一 すり 国 あ 利、 ッ せに 活 存とと 企ク は 、 こ
・斉間大の和ク年団施 そ組 るよ規地る用用 きでろ業、

普
及
展
開
推
進
事
業 在

ワ流実部とど
　
サテ 所を者な産

　
啓お門運どナのや

　
②実デ

ーれ現とすこ総テレ
地
域
課
題
解
決

で確にど性テ発よ家をがー事実テ セ イ施ク ズラ の との レを テ レ同るに ワ 保 び を ミし 務 向 施っ ワを の醸 例 し」 い 就 メ 表 ワ 」促 こ イ し レを じ ー て ー実 全 ナま、 上 派 時 の
人 て省 リ な ート 業 成ワ推進 よと ク なは ク、 施彰遣 国 の ーす取もは ッ クオ がが ー どや 、 優は し進 う ト なす で ワ し 、 で 留 な。組行、 可 をいフ

環
境 ら ク を仕に、 に ーが秀、 先ましる 企まど 開 意 の

　
普
及
展
開
策
ど を「 地 能つィ 、 あ を 巡て 働 う の資 な 進す 紹事 に自ク 業すを に催 点 国ふ 方 ラり 導 るき け こもスたす 人 。。通事 介の に そ し 、

推
進よな分 民るま るでとの イめ 入 最地 る り 材と 例 す るさ

整
備

まの じ 導フす の 、 運も っし 環 を仕 の ま たの 企 入新望バ の す る 動と方 て。 他た 境都可事 す ラむ 就確は 普収 る業 企動テへ セ 的ン 、。レのを市能 。を 場ス業保生 及集専機なミ業向 に

くク
　
続みら業と保定実整

　
所 2 備具

だ」詳き出なや組にで 0 へポ 装備今の 体のるさ 推す ヒ つみ す へ 拠ー細 推 年 1 的な 実地 。 点い テ ト のタ 進 合 進 度 8 には レ が今 補 証を を は。ル し 域 わ 年、「 ワ り 事 は後 ・誘 ササ て 助 整
ふ サ 補ー活 せ 度、 業 テイ い も致 を 備テ に助る ク性 、様 ラき 都 、」ト の す 「、 しラ 実化 々地の をさ イま てを 普 る市なの 域中地イ 施 2 トとす きぜ 及 こ部地雇で ト し流 域テ。 ま 0 オ

と 域 実 オ 、 フひ をれ か 用 I し 1レ 計 ィで フごワ 引を ら資の施 o たィ 55 5 ス、覧ー き生さ企源確予Tス。か〜整

昨年のポスター

別拠点とテレビ会議を行う社員

企業・就業者にとって多くのメリットがあるテレワークで
すが、テレワークの導入企業率は13.9％にとどまってい
ます。政府のKPI（重要業績評価指標）である「2020年
に34.5％」に向け、テレワークの普及展開を強力に推進
していきます。

昨年（2018年）は7月23日～ 27日の5日間で1,682団体・
30万人以上が参加しました。今年は規模を拡大し、7月22
日から9月6日までの約１か月間を「テレワーク・デイズ
2019」としてテレワークの一斉実施を呼びかけます。

お問い合わせ先

テレワークを導入している企業の割合

（テレワーク普及展開・環境整備）
総務省 情報流通行政局 情報流通振興課 
情報流通高度化推進室
Tel. 03-5253-5751
（サテライトオフィス・マッチング支援）
総務省 地域力創造グループ 地域自立応援課
Tel. 03-5253-5392

き
続
度け方テ介フ

　
し自フ心のを総援にサ心て

　
て取のにと移

　
マサ

はま ィ自ー て ィ、 セ 治 が開通 を係テ務 のはこいりサ向の住近ッテ
き
開

し シ各ス い ス ラ ま4 あ 、 テ治 ミ 設じ 求る あ う 組 けイ・ チラョ 導 体 年ま の 省 イ サた 地 す ラ ノ定回 ナ る ン体ン にて め し て イ入 むすと誘 で 情 るテ 、。 ト 。 イ ベ催 ー 企 住 グ開ことの方 、 る 企 た 、 雇 ト・ 。の 前 報サ ラ 地誘で 致 は オ ト都ーす 後自 業 の 支マ 地フ業イ 用 オ催のの 声
は に 向テ、 発 方オ市シる セ フし 交、 と セが ィの 促 援治致 ッ 方ト ョ 機ミ 参 、 チ取 きラ 信 自フ予 ミ多 ス 部ン 事ィ、 流 事 情 進ナ 体 サ 、サ イ オ自 ィ加 治の ンり定今 、 ナいに誘 の 会の ス例テ ス 、 業ー の テま 報ト フ治こ 地時 企 の ・で年 企 グ組 ー 対ラ 致 体の 創なは プ ラたオ 提ィを間 む と 体す度 業 の す、 レどイ の が 業出元創イ ス 誘はフ か 供 に。も昨をと の 支 開ト 地 るト 取 に 増ゼ ィ ら

、
お 致なな企出、 や引年設地ン紹オ 援方オ関ス催 支組 関い えにどど業や、

「で施試れであ取 現るす方関
　

お、設しるはりり 企 に心まぜ 地 る試
な勤地、「ま組 のサ たしで はひ 業

おす テん 「 はごど 方 を あ、務 サお ハラ サを 試。で る覧 自 対施 総 テ ーい テし 試 イもく掲 治 ラ 象る ドト ラ設 務 し のだ載 勤 イ ルオ イの体 地 と省 のさ 勤 がし 務 ト し フ ト概 方 、い の 特て 」 オ務 高ィいて オ。 紹をい要 設自フ いスき」、 フま 介受サ治ィを とを、 実 なィ近 スす やけイ体 す際感開りス」の隣お入トもにるにじ設地に

和歌山県白浜町の事例（白浜町ITビジネスオフィス）

●使われなくなった保養所を和歌山県と白浜町で改修（平成16年）し、企業向けに賃貸
　総務省「ふるさとテレワーク事業」（平成27年度・28年度）で通信環境の整った
　オフィスに改修し、企業が進出（サテライトオフィス）。
●豊かな自然やゆとりある生活に魅力を感じ、7社の企業が進出。
●ローテーションで3か月白浜に勤務する制度を一部採用。白浜に移住する者も。
●白浜町をきっかけに和歌山県で、テレワークなどで働きつつ休暇を取得する
　ワーケーション（ワーク＋バケーション）を推進。
●進出企業も増え、昨年6月に町が第2ITビジネスオフィスをオープンし、全4室が
　数か月で満室に。

【働く人の主な意見】
（業務）
●本社や顧客から離れた場所でも、仕事が支障なくできる。
　特に内勤やバックオフィス（人事・経理など）で有効。
●仕事を変えずに地方に移住できる。少人数で集中でき、効率的な業務実施。

（社員のメリット）
●通勤ストレスがないことが最大の良さ。東京で往復150分かかっていた通勤時間
　がほぼゼロに。
●趣味（温泉巡り、ゴルフなど）や家族との時間が充実。

。

勤務する皆さんと意見交換する石田総務大臣

お試しサテライトオフィス特設サイト
▶http://www.soumu.go.jp/
　satellite-office/

ふるさとテレワークポータルサイト
▶https://www.furusato-
　telework.jp/

（従業員数100人以上の企業）

出典:総務省「平成29年通信利用動向調査」
　　（ H30.5.25公表）

導入している
13.9%

導入予定がある
4.3%

導入している
または具体的に
導入予定がある　
18.2%

導入している企業の
従業者規模別の差異
300人以上の企業 23.0%
300人未満の企業 10.2%

「Society 5.0時代の働き方!」（サテライトオフィス）
自分の望む地域で働く!



特集｜Society 5.0時代の地方
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住域のがで

  体化
、
産りイで協け間

、
お

　
昨しに隊活 5 に のベ品 す力、 む

農 ン 地地た定員躍 5 年よ の復 。 ね
「
地活っ ト 域方 域隊住 度 作 活がし 1 開 1て業 動 お任 自ま 3

活
、
の 動で員し は様 発 を 年応 こ期 全 支・地 内 生の、 し 治人 々同 P 域約 （

見
国で援一終た
1 すな ブ伝

援
、

行 以容 し活っ 体上は 協てし3 市了。 か 3ま ラ い 力込 0 。ど 、 、町 商
R
、割 後 統 らン 地 様 年た たみ 、は村も 6 地店ド芸域だ々委以、）

隊
」起 約の 1 能行 下と内同 方街や くな嘱
は業にじ 6 隊団 自活地や事取地をの、し定地割員体 治性場祭や組域受期お

て
い
ま
す
。

地域おこし協力隊員の起業を
クラウドファンディングで応援

総務省では、任期終了後に起業を望む多くの隊員をサポートするため、「ふるさと納税」を活用して
全国の皆さまに応援していただく仕組みを民間企業などの協力により構築しました。

クラウドファンディング官民連携事業

地域おこし協力隊の定住状況などに係る調査結果概要

地域おこし協力隊員になるまでの流れ

地域おこし協力隊についてはこちらもご覧ください

地域おこし協力隊Facebookページ
https://www.facebook.com/chiikiokoshikyouryokutai/
地域おこし協力隊クラウドファンディング
https://www.iju-join.jp/chiikiokoshi/projects_about.html

事 例

2

事 例

1
当たり前の日本の田舎を、世界に誇れる
「MANIWA」にするという思いから、
真庭市でインターナショナル・シェアハウスを開業するため、
クラウドファンディングを実施

・目標金額：3,300,000円（最終金額：4,428,000円　達成率約134.2%）
・プロジェクト期間：平成28年4月11日～6月9日（60日）
・支援人数：199名

岡山県真庭市

インターナショナル・シェアハウス
開業資金調達プロジェクト

伝統的な建物の保存地区にある「喫茶 春名」を
Café&Barとして復活させ、人と人とをつなげることが
できる場所をつくりたいとの思いから、
クラウドファンディングを実施

目標金額：3,000,000円（最終金額：3,607,001円　達成率約120.2%）
プロジェクト期間：平成28年4月11日～7月31日（112日）
支援人数：253名

・
・
・

愛媛県西予市

古民家・古店舗「喫茶 春名」
再生資金調達プロジェクト

任期終了後、約6割の隊員が同じ地域に定住

不明 402人（18％）

その他へ転出
277人（12％）

他の条件不利
地域に転出
155人（7％）

活動地と
同一市町村内に定住
1,075人（48％）

同じ地域に定住 1,396人（63％）
※四捨五入しているため、合計とは一致しない。

活動地の
近隣市町村内に定住
321人（14％）合計= 2,230人

同一市町村内に定住した者（1,075人）の約3割は起業

その他 89人（8％）
未定 10人（1％）

就農など 152人（14％）

合計=1,075人

起業
314人（29％）

就業
510人（47％）

1

（団体） （人）
1200 6000

1100 隊員数（右目盛→） 5500
団体数（左目盛←）

1,061
1000 5000

900 4500

800 4000

700 3500

600 3000

500 5,513 2500

400 2000

300 1500

200 1000

100 500

0 0
平成 22 23 24 25 26 27 28 29 30

21年度
※各年度の特別交付税ベース。
※26年度以降は、名称を統一した「田舎で働き隊（農林水産省）」の
　隊員数と合わせたもの。

（
　
　
　 

）

財
政
支
援
し
て
い
ま
す
。

含
む
、上
限

報
償
費
な
ど

1

総
務
省
は
隊
員4

0
0

2
0
0

地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

活
動
内
容
や
条
件
、

随
時
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

地
方
自
治
体
に
よ
る
募
集
情
報
を

地
方
自
治
体
が
募
集

人
に
つ
き
、

処
遇
な
ど
も

・
万
円
を
万
円

地
域
お
こ
し
協
力
隊
員
は
、

（
原
則
）を

選
考
し
ま
す
。

2
お募
申集
しし
込て
みい
くる
だ地
さ方
い自
。治
体
へ

3
採地
用方
が自
決治
定体
しに
まよ
する
。選
考
の
結
果
、

4
「委 委地地嘱 嘱方域を 状自お受 な治こけ ど体しま のか協す 交ら力。 付、隊に」とよ
しり
て
の

5
活地地現
動域方住
をお自所
開こ治か
始し体ら
し協に採
ま力住用
す隊民先
。員票の
とを
し移
て動
し
、

（平成29年9月公表）



基山町で暮らす人に「ソウルフードは何?」と
尋ねると、誰もが口をそろえる料理がこれ。町
の居酒屋や学校給食、お弁当のおかずやイベ
ント会場でも絶対不動の人気メニュー。地元
愛の象徴のような食べもの!

「基山モール商店街」のメインストリートは、
子どもたちの落書きスペース。シャッター通り
となりつつあったこの商店街に、町が保育園
を誘致したことで、毎日子どもたちの笑い声
が絶えない場所に。商店街も活性化!

基山町には、荒穂神社の「御神幸祭（みゆきま
つり）」や、宝満神社の「園部くんち」など、古く
から伝わる神事や伝統行事が多く、後世へと受
け継がれている。冬恒例の「ふ・れ・あ・いフェス
タ」も大盛り上がり!

Profile
佐賀県三養基郡（みやきぐん）に属する
町。明治22年に小倉村、園部村、長野
村、宮浦村の合併により基山村が発足
し、昭和14年の町制施行により基山町
となる。今年は町制80周年を迎える。
人 口 17,405人（平成31年2月末日現在）
面 積 22.15㎢
U R L https://www.town.kiyama.lg.jp/

基 kiya

山
ma-cho町

「両そこト方このカのそ町イいこにナい都暮カと会ら」なこ、すそころ 人このを 々そ町満 がこが喫 言田好で う舎きき 。
! る

キャッチフレーズは「アイが大きい町」。
そのとおり! と誰もが納得することを

3つご紹介します !

◀筒川の水を通す、基肄城の
「水門跡」。この辺りに城の南
門があったと伝えられる。

大興善寺のツツジ
別名「つつじ寺」とも呼
ばれる大興善寺の敷
地内には、毎年5月頃、
約5万本ものツツジが
一斉に咲く。新緑の鮮
やかな緑とのコントラ
ストは必見!

基山町立図書館
天井が高く、木をふんだんに使っ
た館内は、飲食可能なラウンジや
雑誌をゆっくり読めるコーナーも
あり、居心地が良い。

基山町の魅力 ダイジェスト!

遊 落書きしたい人!
駅近くの商店街に集合 食 絶対人気の郷土料理

「鶏のレモン煮」

佐賀県

　地
か
が方
のや

き

甘い!
すっぱい!
うまい!

店のシャッターには
町の中学生が
描いた絵も

ふ・れ・あ・い
フェスタ

ん園部く ち 御神幸祭

やぶれまんじゅう
薄い皮から中のあんがところどころ見える
「やぶれまんじゅう」は基山名物。小豆あん
と白インゲンあんの2種類がある。

基山の銘酒
明治初期の創業以
来、基山から湧き
出る伏流水と地元
の米で作られてい
る「基峰鶴酒造」の
酒は、地元の人た
ちに愛されている。

10月 9月

12月

基山町長
松田  一也

を山別連んが
　
機隣に利駅

　
東人さ鹿自岡

　

見 史 ） 能 通城 な らそ 都 かか福ののれ児動県佐を「る り 、れし 勤 ら岡 多、跡 ら主町 市 佐島車と賀こ基 ・で、 ほて 、峰 の も空
玄
関くの 通基 道 県基 賀本 隣と肄あ どいベ 30 口が 線北 やが 山と まッ学山 港 県 接東城る 」行便 分や やで（ す で や 国部 すドす町 すの 端1 き利き 博 甘き る 以 すタる 長に 道で る頂 。 交 部3まい ウ 内 。で筑 なは 人 多 崎木暮 3 基う に

すじ 5 町 鉄は紫基 ンもらと駅 「
佐
県 号山位

。ょ 0 の で と い 道、 山 多し 、 を 置う年国 （あ し う久 賀訪が山 く、 し） の り 福
線
、

前 き て 地留 J
町
。

県れ整 九」 々 、 、跡の特がざな も近岡の米 のる備R 州福

「基そ
　
トのな に名

　
大山んそも移ど 創所ま

こあ町な り、興建とた「そ 山りの 変 善さし、トこま 寺 春魅 てカ わ 寺れ都す を（ は知イ り た力 だ ツ。 散 天で らナ
会
、 を ツ策い

カそ 楽 台れす ジ
こ しこ る。」 し 宗 、うなそ な 、秋め 別こ がぜ 奈と はる ん格良こ田 ら 紅スろ舎 四じ本時葉ポが― ッ季）山代の」

取組の質の向上を目指し
さらなるチャレンジへ

　基山町は今年で町制80周年を迎えます。
これまでの歴史の中で、様々な社会課題に
向き合い、近年は特に子育て世代、高齢者
世代、移住定住者などに向けた支援策や産
物のブランド化などを進めて参りました。
それらが今ようやく功を奏し、それぞれに結
果が見えてきたところです。
　これからは、それらの取組の「質」の向上
を目指し、さらなるチャレンジを重ね、誰もが
暮らしやすいまちづくりに努めて参ります。

きやまん　きやまる
町のイメージキャラクター

よか町よ～

基山
町

福岡

大分佐賀

熊本長崎

き ざん
「基山」からの眺め
町の象徴である基山。山頂には、日本最古の要塞
「基肄城（きいじょう）」跡がある。この城は、663
年の白村江（はくすきのえ）の戦いで、日本が唐・
新羅連合軍に大敗した後、大宰府防衛のために
築かれたもの。基山山頂からの眺めは絶景。

き ざん
基山草スキー場
基山（きざん）の山頂では、草スキーを
楽しむことができる。春（3月～5月）と
秋（9月～11月）の土・日・祝日は、ソリ
をレンタルできる。

祭 町民が力を合わせて
伝統行事を盛り上げる
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エミューを飼育する
きやまファームの
柳瀬さん。

「憩の家」のキッズルームの利用料は無料。
趣味の教室などに使う和室は1時間90円。
利用しやすい料金設定となっている。

空き事務所をリノ
ベーションした
「SGK交流プラザ」
では、カフェのほ
か、編み物教室な
ども開催。

キ
　
キ走林

　
ラ基は。をさ
リ ヒ、山 活ら色ノと町つキ に用光 、はやのしブる が、 林たラま町良 「床 ンちのく 里を ドづ資好 山く 活 化
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移住者増!
多彩な支援策とユニークな
婚活イベントも貢献
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28 ま宅
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エミュー、真サカキ、キクイモを原料にした基山
ブランドの商品は多数。現在も続々開発中。

婚活イベントやセミナーも
盛ん。写真は、町内の2つの
寺を巡り、参加者同士が交流
する「寺婚」。

基山町総合グラウンドに隣接した「基山町合宿所」。
営利目的でない限り、誰でも安価で利用できる。

▲平成26年に、地元企業の協力を
得て4羽から飼育開始。現在は約
400羽が飼育されている。

エミューは体長約1.8メートル、体重約50キロの、
世界で2番目に大きな鳥。肉だけではなく、脂や
卵、羽など、すべてが資源となる。

基山町お試し住宅。この物件は、長年使
用されていなかった旧消防団格納庫を
九州産業大学の学生にアイデアを募り、
地元業者の技術により改築された。

エミューの放牧により肥えた
土地でキクイモを栽培。
現在、キクイモチップスや
サプリなどが商品化
されている。

「里山サカキプロジェクト」で栽培す
る基山町産の真サカキは高品質。プ
ロジェクトを担う城戸生産森林組合
は、平成28年度全国林業経営推奨行
事として林野庁長官賞を受賞。

　
か地
が方
やの
き

“小さくてもキラリと光る町”を目指して
基山ブランドの商品化に注力

地

01
方の力地

0
方の

2
力

基山町の

わがまち
じまん

スロージョギング®

以２大上０会が０に参０は加人毎！ 年

　スロージョギング®とは、ランニングと
ウォーキングの中間くらいのスピードを保つ、
ゆっくりとしたジョギング。「隣の人と話がで
きるくらい」のスピードを目安にした、健康効
果の高い有酸素運動です。

 

　スポーツ交流が盛んな基山町では、住民の
健康づくりのため、平成27年から「きやまス
ロージョギング®教室」をスタート! 子どもか
らお年寄りまで、様々な世代が参加し、健康づ
くりに取り組んでいます。
　毎年12月には、日本スロージョギング協会
から公認を得て、「スロージョギング®大会」も
行われており、海外から申し込みがあるほど
人気なのだとか。「便利な基山」「エミューの基
山」にプラスして、「スロージョギング®の基山」
としても町の知名度が高まっています。

充実した子育てが
できる場所を求めて、

この町に
赴任しました。

　基山町は昨年4月、様々な世代の孤立化を
防ぐため、「多世代交流センター憩の家」を設
置しました。この施設には、子どもを遊ばせる
キッズルームや、カラオケ、料理など趣味を楽
しめる設備が整えられ、様々な世代が集い、
多世代間交流が活発に行われています。
　また、平成27年から住民主導で運営されて
いる「基山SGKプロジェクト」の活動も盛んで
す。基山弁で「すごか（すごい）」の頭文字をと
ったSGKは、健康づくりや企業支援、カフェ運
営など5つの事業部会があり、約100名の会員
が生きがいをもって取り組んでいます。 

　基山町では、昨年、双方向型地域情報サービス「基山
WEBの駅」を開設しました。これは、インターネット上
で、祭りやイベント、グルメ、セミナーなどの地域情報
や行政情報を発信・共有できるサイトです。会員登録
をすると、このサイト内に無料でホームページを作成
することができ、情報を得るだけでなく、趣味の仲間募
集やイベントの告知なども可能です。　
　「基山WEBの駅」は基山町ブランド化推進事業の一
環として開設されたもの。会員同士の活発な交流を通
して、さらなる地域活性化が期待されています。

「一人たりとも孤独にさせない」
町の思いが形になった交流施設と住民の活動

エミューの卵の
大きさは、
鶏卵の約10倍!

地域おこし協力隊
任期1年目の柴田さん。

双方向型地域情報サービス
「基山WEBの駅」で町を活性化!

https://kiyama-web.jp/

スポーツ
合宿も
可能！
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開会あいさつをする佐藤総務副大臣

パネルディスカッションの様子

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望はFAXまたは、電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　MAIL｜kohoshi@soumu.go.jp
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 総務省
「サイバーセキュリティ国際シンポジウム

～情報共有・国際連携のさらなる促進に向けて～」の開催
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データサイエンス・オンライン講座ページ

C NE

M

I W

S

01５月14日開講！
「社会人のためのデータサイエンス演習」
実践的なデータ分析の手法を学んでみませんか?
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（データサイエンスMOOC）
http://gacco.org/stat-japan2/

～「社会人のためのデータサイエンス演習」の内容～

第1週：データサイエンスとは

【主な講師】
・（株）電通デジタルマーケティングセンター
  データマネジメント部部長　佐伯 諭氏
・東京大学大学院 工学系研究科特任准教授　松尾 豊氏
【主な内容】
データ分析に基づく問題解決プロセスを紹介
  ・データサイエンスが必要とされる背景
  ・データサイエンスの将来
  ・PPDACサイクルに沿った問題解決の進め方

第3週：分析の具体的手法

【主な講師】
（株）日立インフォメーションアカデミー
ビジネス研修部技師　大黒 健一氏
【主な内容】
2変数の関係や時系列データの解釈に係る学習
  ・クロス集計の軸設定と見方　・散布図と相関の調べ方
  ・時系列データの見方

第5週：ビジネスでデータサイエンスを実現するために

【主な講師】
大学共同利用機関法人
情報・システム研究機構統計数理研究所
モデリング研究系教授　丸山 宏氏
【主な内容】
ビジネスでデータサイエンスを実現するための
ポイントに係る解説
  ・データ分析に基づく問題解決ケーススタディ
  ・様々な企業で活躍するデータサイエンティスト
  ・企業でデータサイエンスを実現するためのポイント

第2週：分析の概念と事例

【主な講師】
日本航空（株） Web販売部1to1 マーケティンググループ
アシスタントマネジャー　渋谷 直正氏

【主な内容】
記述統計によるデータの把握と比較の方法に係る学習
  ・Analysis（分析）とは
  ・1変数の状況の把握（可視化の活用、代表値の活用）
  ・ビジネスにおける比較（概要、適切なA/Bテストの活用）

受講の流れと前提条件

第4週：ビジネスにおける予測と分析結果の報告

【主な講師】
（株）チェンジ  取締役　高橋 範光氏

【主な内容】
予測と評価や分析結果の報告と解釈に係る学習
  ・回帰分析による予測　・モデル評価と予実評価
  ・分析結果の報告（記述/可視化方法、解釈の注意点）

1　講義動画・ディスカッション

2　選択式テスト

3　修了証の取得

※各講師の肩書は、平成28年１月時点の情報です。
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